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報告書データ / Report
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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

一部の超伝導体は時間反転対称性を破ることが期待されており、その測定には局所
帯磁率の測定が可能な微小SQUIDを用いるが、SQUIDの形状と位置に合わせた微小
結晶の作製と固定が必要である。本研究では、超高圧電子顕微鏡施設のFIB装置を
用い、この技術を確立するに至った。

実験
Experimental

NbSe2やV等の単結晶超伝導体をFIB装置（FB-2100やETHOS NX5000）を用いて、
10mm*10mm*1mm程度のサイズに加工した。その上でその微小結晶をFIBプロー
ブを用いてピックアップし、別途超伝導プロセスにより作製した微小SQUIDのピッ
クアップコイルの上に、最適カップルの状態になるようサブミクロンの精度で設置
した。

結果と考察
Results and Discussion

SQUID の臨界電流I0 は、磁場印加コイルに流した電流Icoilすなわち印加磁場に対し
て、周期的な応答を示した。SQUID に集積化したNbSe2 試料の有無により、その
周期が変化したことから、NbSe2 のマイスナー効果を観測できていることがわかっ
た。これらのことから本SQUID 素子において微小結晶の磁化測定が実現できたこ
とが示された。
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